
高知工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 離散数学
科目基礎情報
科目番号 I3053 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 SD 情報セキュリティコース 対象学年 3
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 工学基礎・離散数学とその応用（著：徳山豪，数理工学社）
担当教員 谷澤 俊弘
到達目標
計算機科学の基礎である，(1)集合と論理，(2)離散値関数，(3)組合せ論，(4)グラフ理論，(5)情報エントロピーの各項目の基礎概念を理解し
，課題として提示される標準的な演習問題を解けるようになることを目標とする。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

集合と論理 集合論を用いた論理に関する基礎
事項を問題の解法に応用できる。

集合論を用いた論理に関する基礎
事項を説明できる。

集合論を用いた論理に関する基礎
事項を説明できない。

離散値関数 離散値関数に関する基礎事項を問
題の解法に応用できる。

離散値関数に関する基礎事項を説
明できる。

離散値関数に関する基礎事項を説
明できない。

組合せ論 組合せ論に関する基礎事項を問題
の解法に応用できる。

組合せ論に関する基礎事項を説明
できる。

組合せ論に関する基礎事項を説明
できない。

グラフ理論 グラフ理論に関する基礎事項を問
題の解法に応用できる。

グラフ理論に関する基礎事項を説
明できる。

グラフ理論に関する基礎事項を説
明できない。

情報理論 情報理論に関する基礎事項を問題
の解法に応用できる。

情報理論に関する基礎事項を説明
できる。

情報理論に関する基礎事項を説明
できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
離散数学は，可算有限個の要素の数え上げやその関係性を考察する数学の分野で，計算機科学の基礎となる。その内容
には様々なものが含まれるが，本科目では，その中でも，どのような情報処理においても必須となる (1)集合と論理
，(2)離散値関数，(3)組合せ論，(4)グラフ理論， (5)情報エントロピーと符号化の初歩を学ぶ。

授業の進め方・方法 基礎事項を講義によって開設し，それを演習問題を通して確実に理解し，応用していけるようになることを目指す。
必要に応じて，電卓や計算機等も用いる。

注意点
離散数学では，微積分は必要ではなく，整数間の四則演算が基本となるが，だからといって、理解が容易であるという
わけではない。また，単に基礎公式を暗記し，そのまま使うことで解決する問題はほとんどなく，問題毎の考察が必要
となる。演習問題を自力で根気よく解いていく学習態度が必要である。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 集合と論理（１）：集合論、和集合、積集合、補集合 集合論の基礎を理解し，関連する演習問題が解ける。

2週 集合と論理（２）：命題の真偽、逆・裏・対偶 集合論に基礎を置く論理について理解し，関連する演
習問題が解ける。

3週 離散値関数（１）：写像、数列、数学的帰納法 自然数あるいは整数集合上で定義される関数について
理解し，関連する演習問題が解ける。

4週 離散値関数（２）：再帰的定義、チューリングマシン
再帰的に定義された離散値関数の性質おより計算手続
の終了条件について理解する。
さらに関連する演習問題が解ける。

5週 組合せ論（１）：計算量 計算量の多項式的増加と指数関数的増加について理解
し，関連する演習問題が解ける。

6週 組合せ論（２）：順列・組合せ 既習内容の順列・組合せの概念をさらに深め，複雑な
場合の数の計算ができる。

7週 組合せ論（３）：母関数、二項定理 母関数を用いた離散値問題の解法について理解し，関
連する演習問題が解ける。

8週 組合せ論（４）：包除原理 包除原理について理解し，関連する演習問題が解ける
。

4thQ

9週 グラフ理論（１）：グラフ、木、径路 グラフ理論の基礎概念を理解し，関連する演習問題が
解ける。

10週 グラフ理論（２）：全域木、探索 全域木およびグラフ上の探索について理解し，関連す
る演習問題が解ける。

11週 グラフ理論（３）：彩色問題 グラフ理論を用いた彩色問題の解法を理解し，その応
用に関する問題が解ける。

12週 グラフ理論（４）：グラフと線形代数 グラフ理論と線形代数の関係について理解し，関連す
る演習問題が解ける。

13週 情報理論（１）：二分木、二進コード 0と1による二進符号化を理解し，関連する演習問題が
解ける。

14週 情報理論（２）：情報量、情報エントロピー 情報量および情報エントロピーを理解し，関連する演
習問題が解ける。

15週 情報理論（３）：無雑音経路上の通信、符号化の初歩 雑音のない経路上の通信に関する基礎理論を理解し
，関連する演習問題が解ける。

16週 情報理論（４）：雑音のある経路上の通信、誤り訂正
符号

雑音のある経路上の通信における誤り訂正符号につい
て理解し，関連する演習問題が解ける。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学
整式の加減乗除の計算や、式の展開ができる。 3
因数定理等を利用して、4次までの簡単な整式の因数分解ができ
る。 3



分数式の加減乗除の計算ができる。 3
実数・絶対値の意味を理解し、絶対値の簡単な計算ができる。 3
平方根の基本的な計算ができる(分母の有理化も含む)。 3
複素数の相等を理解し、その加減乗除の計算ができる。 3
解の公式等を利用して、2次方程式を解くことができる。 3
因数定理等を利用して、基本的な高次方程式を解くことができる
。 3

簡単な連立方程式を解くことができる。 3
無理方程式・分数方程式を解くことができる。 3
1次不等式や2次不等式を解くことができる。 3
恒等式と方程式の違いを区別できる。 3
2次関数の性質を理解し、グラフをかくことができ、最大値・最
小値を求めることができる。 3

分数関数や無理関数の性質を理解し、グラフをかくことができる
。 3

簡単な場合について、関数の逆関数を求め、そのグラフをかくこ
とができる。 3

累乗根の意味を理解し、指数法則を拡張し、計算に利用すること
ができる。 3

指数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
指数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3
対数の意味を理解し、対数を利用した計算ができる。 3
対数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
対数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3
2点間の距離を求めることができる。 3
内分点の座標を求めることができる。 3
2つの直線の平行・垂直条件を利用して、直線の方程式を求める
ことができる。 3

簡単な場合について、円の方程式を求めることができる。 3
放物線、楕円、双曲線の図形的な性質の違いを区別できる。 3
簡単な場合について、不等式の表す領域を求めたり領域を不等式
で表すことができる。 3

積の法則と和の法則を利用して、簡単な事象の場合の数を数える
ことができる。 4

簡単な場合について、順列と組合せの計算ができる。 4
等差数列・等比数列の一般項やその和を求めることができる。 4
総和記号を用いた簡単な数列の和を求めることができる。 4
不定形を含むいろいろな数列の極限を求めることができる。 4
無限等比級数等の簡単な級数の収束・発散を調べ、その和を求め
ることができる。 4

ベクトルの定義を理解し、ベクトルの基本的な計算(和・差・定
数倍)ができ、大きさを求めることができる。 3

平面および空間ベクトルの成分表示ができ、成分表示を利用して
簡単な計算ができる。 3

平面および空間ベクトルの内積を求めることができる。 3
問題を解くために、ベクトルの平行・垂直条件を利用することが
できる。 3

空間内の直線・平面・球の方程式を求めることができる(必要に
応じてベクトル方程式も扱う)。 3

行列の定義を理解し、行列の和・差・スカラーとの積、行列の積
を求めることができる。 3

逆行列の定義を理解し、2次の正方行列の逆行列を求めることが
できる。 3

行列式の定義および性質を理解し、基本的な行列式の値を求める
ことができる。 3

線形変換の定義を理解し、線形変換を表す行列を求めることがで
きる。 3

合成変換や逆変換を表す行列を求めることができる。 3
平面内の回転に対応する線形変換を表す行列を求めることができ
る。 3

1変数関数のテイラー展開を理解し、基本的な関数のマクローリ
ン展開を求めることができる。 3

専門的能力 分野別の専
門工学 情報系分野 情報数学・

情報理論

集合に関する基本的な概念を理解し、集合演算を実行できる。 4
集合の間の関係(関数)に関する基本的な概念を説明できる。 4
ブール代数に関する基本的な概念を説明できる。 4
論理代数と述語論理に関する基本的な概念を説明できる。 4
離散数学に関する知識をアルゴリズムの設計、解析に利用するこ
とができる。 4

コンピュータ上での数値の表現方法が誤差に関係することを説明
できる。 4



コンピュータ上で数値計算を行う際に発生する誤差の影響を説明
できる。 4

情報量の概念・定義を理解し、実際に計算することができる。 4
情報源のモデルと情報源符号化について説明できる。 4
通信路のモデルと通信路符号化について説明できる。 4

評価割合
試験 課題 合計

総合評価割合 70 30 100
基礎的能力 40 20 60
専門的能力 30 10 40


